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公益社団法人 北九州薬剤師会 主催
第５回 健康日本21・医療安全セミナー
2023年8月6日(日) 12:10～13:40
@北九州国際会議場

薬の名前には意味がある…
薬剤師として薬の来歴を知ることの意義

武蔵野大学薬学部教授
阿部 和穂

薬理学 (Pharmacology)
薬が体のどこにどうやって作用して病気を治してくれるのか、つまり

薬が働くメカニズムを扱う学問

知りたい！

分かった‼

楽しい😊

カタカナだらけの
薬の名前が覚えら

れない… 😢
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カタカナだらけの一般名をどうやって覚えたらいいのか？

丸暗記 → △

語呂合わせ →×
おススメ：① 口に出して何度も名前を言うこと。

② その名前がつけられた本当の理由を知ること。

（エピソード学習）
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『薬名[語源]事典』
（武蔵野大学出版会、
阿部和穂・著）
ISBN 978-4-903281-46-9

定価：6,800円（+税）
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p 216

藍

indigo

indole
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p 140

p 66

運命を司る女神
Atropos イタリア語で「美しい貴婦人」

の意味

トロパン骨格
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p 327

p 392

azulene
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江戸 Xa blood coagulation factor + antagonist
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地名と関係した薬名（他の例）

ジョサマイシン （高知県＝土佐）

モンテルカスト （カナダ・モントリオール）

カルフィルゾミブ （米国カリフォルニア州）

リンコマイシン （米国ネブラスカ州リンカーン）

パクリタキセル （太平洋＝pacific）

名前から「薬の作用」が分かることがある。

血管拡張 vasodilation → ジル（dil） とつく薬は血管拡張作用をもつ。

〇 アルプロスタジル （alprostadil） ナフトピジル （naftopidil）

イフェンプロジル（Ifenprodil） ニコランジル（nicorandil）

ウラピジル（urapidil） ファスジル（fasudil）

トラピジル（trapidil）

〇 ジルチアゼム（diltiazem） ジラゼプ（dilazep）

〇 ニプラジロール（nipradilol) カルベジロール（carvedilol）

ドネペジル トリヘキシフェニジル ビサコジル×（donepezil） （trihexyphenidyl） （bisacodyl）
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気管支ぜん息 ＝ asthma

★ （ア）スト（-ast） は 気管支ぜん息治療薬
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アセトアミノフェン誕生物語

ストラスブールのあるクリニックに、腸の寄生虫が原因の
熱病に苦しむ患者がかかり、二人の若い医師は、腸内の
殺菌のために当時使われていたナフタレンを与えた。

しかし、寄生虫を駆除することができず、失望した。ただ、なぜか熱だけ下がっているこ
とを不思議に思い、よく調べてみると、ナフタレンとして納められていた薬品は、実はナ
フタレンではなく、地域の薬局が誤って「アセトアニリド」を提供していたことが判明した。

彼らは、アセトアニリドが示した劇的な効果に興味を示した。

当時はアセトアニリドに解熱作用があることなど知られていなかったので、確認のため
に、アセトアニリドに間違いないものを改めて患者に投与したところ、解熱作用が再現
された。
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セレンディピティ（serendipity）

素敵な偶然に出会ったり、予想外のものを発見すること。

また、何かを探しているときに、探しているものとは別の
価値があるものを偶然見つけること。
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語源は
『セレンディップの3人の王子（The Three Princes of Serendip）』という童話

単なる偶然ではなく、注意深い観察・洞察力から、「発見」が生まれる。

siyaku-u
長方形



2023/7/31

授業の感想（１年生）
• 授業を受ける前は、こんなにもたくさんの薬の名前を覚えるのは大変で、不安に思っていたが、由来

と関連付けると非常に覚えやすく感じることができるようになった。授業を受けて、本格的に薬につい
て学ぶときが楽しみになった。

• 私は高校のころ、先生に「薬学は勉強が大変で、特に薬の名前を覚えるのは本当に大変」と言われ
てきた。しかし、大学に入り、この授業を受けてそんなことはないと思った。…（略）…時間がある時に
「薬名語源事典」を少しずつ読んでいきたいと思った。

• 薬学部に入った当初は、「カタカナだらけの薬品名をひたすら丸暗記しないといけないのか…」と少し
ネガティブな考えがありましたが、この授業を受けて、それぞれの薬にはそれぞれのエピソードがあっ
たり、薬品名から作用が分かったりするなど、学習していくのは楽しいと思えたし、色々な薬品について
語れる薬剤師になれるよう頑張ろうという前向きな気持ちになれました。これから６年間、薬名事典が
ボロボロになるくらい、しっかりと読み込んで、立派な薬剤師になります！

• 今回の「医薬品名のなりたち」の授業はすごく興味深くて、おもしろくて、ワクワクしながら受けることが
できました。モチベーションがすごく上がりました。また、暗記に関してもエピソード学習はいいなと思い
ました。…（略）…これから６年間薬学を学んでいくうえで、今回の授業の考え方を忘れずに、薬を覚え
るというよりは、薬と友達になるというイメージで薬に対して理解を深めていこうと思います。

薬の来歴を知ることの意義

１） カタカナだらけの一般名を覚える助けになる。

２） 創薬研究への興味を掻き立てる助けになる。

siyaku-u
長方形



2023/7/31

薬の名前は毎日の業務の中で
自然と頭に入るので、

由来なんてどうでもいい。

薬剤師自身は
必要と感じていない。
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硝酸イソソルビド 一硝酸イソソルビド

1930年代米国Maryland大学で合成され
た。1948年には、スウェーデン・
Karolinska研究所で 薬理学的特性が明
らかにされ、初めて臨床応用された。
日本での発売は1963年。

その後、硝酸イソソルビドを経口投与す
ると、体内で代謝されて一硝酸イソソル
ビドになることがわかった。
一硝酸イソソルビドにも同じ活性があり、
使いやすいことから、日本では1994年に
発売された。

薬の来歴を知ることの意義

１） カタカナだらけの一般名を覚える助けになる。

２） 創薬研究への興味を掻き立てる助けになる。

３） 薬名の覚え間違いや取り違え（ヒヤリハット）を

防ぐのに役立つ。

４） おもしろい！
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2023年7月26日号
第149回コラム
「生い立ちが違う

異端児たち」

「薬事日報」誌の連載コラム『薬の名前には意味がある』

薬の名前を学べる YouTubeチャンネル
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薬の名前を学べる YouTubeチャンネル

薬の名前を学べる YouTubeチャンネル
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たかが名前、されど名前
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